【質問内容】：髄膜瘤で手術は必要ないのでは？ 
【問題番号】：D-60
髄膜瘤で誤っているのはどれか。

a.発生頻度は出生250に対して1である。
b.葉酸摂取量と関連がある。
c.母体血清中AFPが上昇する。
d.脳室拡大は出生前診断の糸口になる。
e.分娩は帝王切開が望ましい。
f.排尿・排便障害の合併頻度が高い。

g.出生後早期の手術が必要である。
【解答】：a
【疾患名】：髄膜瘤
【診療科】：小児科
標準小児外科(第5版.2007)、インターネットにおいて、二分脊椎の発生頻度は0.3~0.4/1000人の割合で起こるとありました。髄膜瘤は、二分脊椎症の一部であるから、その発生頻度はさらに少ないものと思われます。
STEP外科①においては、たしかに髄膜瘤(脊髄髄膜瘤とは区別して)では、表面は皮膚で覆われているために、一刻を争って手術する必要はないと書いてあります。ただ、現場においては脊髄髄膜瘤のことも含めて髄膜瘤と言うこと(おそらく、二分脊椎の分類における、開放性二分脊椎症という意味で)もあるということから、脊髄髄膜瘤では早期に手術する必要性があるので、gは正しいとしました。

明らかに発生頻度にずれがあるので、aを誤りとしました。
二分脊椎症の分類

開放性二分脊椎症…脊髄髄膜瘤、髄膜瘤

潜在性二分脊椎症…脂肪種など
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